
施工方法

注）取付後に配線余長を整える場合、
必ずボディを手で押さえながら
行ってください。
無理な力を加えると、ボディが
破損するおそれがあります。

　 ボディを結線し、取付枠にはめ込む

　 取付枠とボディをねじで固定する

　 ボディ上部の溝にカバーの突起部を合わせる

　 保護カバーを開く

　 カバーをボディ側のツメに嵌合してから
　 保護カバーを閉じる
　 カバーとボディをねじで固定する

　 化粧カバーを取り付ける
 

●取付枠の切り起こしの
　下にボディの下の突起部を
合わせる。

下にスライド
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適正締付けトルク
 0.2 N・m～0.6 N・ｍ

・適正締付けトルク
 0.2 N・m～0.6 N・ｍ

注1）結線するときは電線を１本ずつ奥まで確実に差し込ん
でください。

●側面図

●側面図
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■施工手順

　 取付枠の「　マエ」を前側に向けて
　 木ねじで固定する

　 取付ねじ4本を緩める
　 側面の化粧カバーをはずす

　 保護カバーを上に開けてはずす

※取付ねじを緩めると取付枠がはずれて分解でき
　ます。取付ねじは取り外す必要はありません。

はずれにくいときは

ボディを手で押え
ながら化粧カバー
の底をドライバー
で押し上げる
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（長さ：16 mm以上 呼び：4.1～4.5）

注）取付台の厚みを超える長さ
の木ねじは使用しない。
電線を傷つけるおそれがあ
ります。

■取付場所について
●凹凸および傾斜のない水平な天面に取り付け
　てください。
　（壁面取り付けや上下逆さ取り付け禁止）

●取付台（テーブルやカウンター）は建造物等に
　固定されて、動かないものにしてください。
　動くと配線部の断線などが起こるおそれがあります。

●取付台は木ねじ固定できる厚さ20mm以上
　の木材のテーブルや、カウンターなどにして
　ください。（木ねじが緩みやすいパーティクルボー
　ドなどの木質ボードは除く）
　金属製（金属貼り含む）や樹脂、大理石などには
　施工しないでください。

■施工イメージ

後方にモール配線する場合

ノックアウト
モールの大きさに合わせ
ノックアウト加工する
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■施工前の準備
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※化粧カバー下端を目印線に合わせ、
　押し下げてください。

適正締付けトルク
0.2 N・m～0.6 N・ｍ

適正締付けトルク
0.2 N・m～0.6 N・ｍ

※モールはプラスチックモールをご使用ください。

　　 の左右のラインに沿ってニッパーで切り
込みを入れ、ペンチで折るときれいに加工できます。
A B

10.5mm
以下

注）配線余長がカバーに当たらな
いように整えてください。
無理な力を加えると、ボディが
破損するおそれがあります。


